
学校番号 ３１３ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 
世界史Ａ新訂版（実教出版） 

副教材等 アカデミア世界史（浜島書店）  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

歴史地図・図表・年表などを使用することで、各時代の流れや特徴をつかみ、歴史的なものの見方や

考え方を身につけるようにする。 

 

２ 学習の到達目標 

日本および世界の歴史的過程と地域的特色を理解し、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・

社会の一員として必要な自覚と資質を養う 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に対す

る関心を高め、意欲的

に追究しようとして

いる。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史を、日本

の歴史と関連付けて、

多面的・多角的に考察

し、その過程や結果を

適切に表現している。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に関す

る諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

ての基本的な事柄

を、地理的条件や日

本の歴史と関連付け

ながら理解し、その

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

授業中の意欲・関心・

態度・発問への回答・

ワークの様子や定期考

査・課題レポートなど

によって行う 

「歴史の見方・考え

方」「知識・理解」と

いった観点から出欠

状況などを考慮して、

評価する。  

授業中の意欲・関心・

態度・発問への回答・

ワークの様子や定期考

査・課題レポートなど

によって行う 

「歴史の見方・考え

方」「知識・理解」と

いった観点から出欠

状況などを考慮して、

評価する。 

授業中の意欲・関心・

態度・発問への回答・

ワークの様子や定期

考査・課題レポートな

どによって行う 

「歴史の見方・考え

方」「知識・理解」と

いった観点から出欠

状況などを考慮し

て、評価する。 

授業中の意欲・関心・

態度・発問への回答・

ワークの様子や定期

考査・課題レポートな

どによって行う 

「歴史の見方・考え

方」「知識・理解」と

いった観点から出欠

状況などを考慮し

て、評価する。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

 

世
界
史
への
い
ざ
な
い 

 " 世界史学習の導入として、自

然環境と人類の歴史に関わる

課題や日本の歴史と世界の

歴史のつながりに関わる主題

を設定し、考察する活動を通

じて、世界史学習の基本的な

技能に触れ、世界史への興

味 ・ 関 心 を高 め さ せ る 。

  

○ 

 

○ ○ ○ a: 自然環境と歴史、日本の歴

史と世界の歴史のつながりに

かかわる主題を意欲的に考察

し、地理と歴史への関心を高め

ようとしている。 

b:設定された主題について、多

角的・多面的に考察し、その過

程や結果を適切に表現してい

る。 

c:設定された主題について、事

例の考察に必要な諸資料を収

集し、有用な情報を選択して、読

み取ったり図表などにまとめたり

している。 

d:設定した主題について、地理

的条件や日本の歴史と関連づけ

ながら理解し、その知識を身に

つけている。 

 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



前
期 

序
章
文
明
の
は
じ
ま
り" 

人間が自然環境に適応しな

がら進化し農耕牧畜を基礎と

する諸文明を築き上げたこと

を理解させる。 

○ ○ ○ ○ a: 人類の歴史のはじまりに対

する関心を高め、意欲的に追求

しようとしている。 

b: 人類の歴史のはじまりにつ

いて、多角的・多面的に考察し、

その過程や結果を適切に表現

している。 

c: 人類の歴史のはじまりに関

して、人骨や石器などの図像資

料から、有用な情報を読み取っ

たり、図表などにまとめたりし

ている。 

d人類の歴史のはじまりについ

て、地理的条件と関連づけなが

ら理解し、その知識を身につけ

ている。: 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 

前
期 

第
１
章 

ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
文
明
の
特
質 

西アジアの風土と諸民族、イ

ラン文明の伝統、イスラーム

の成立と拡大などを扱い、西

アジア世界・イスラーム世界の

特質を把握させる。ヨーロッパ

の風土と諸民族、ギリシア・ロ

ーマ文明の伝統、キリスト教の

成立などを扱い、ヨーロッパ

世界の特質を把握させる。南

アジア・東南アジアの風土と

諸民族、仏教の成立、ヒンドゥ

ー教とカースト制度、イスラー

ムの影響などを扱い、南アジ

ア世界・東南アジア世界の特

質を把握させる。東アジア・内

陸アジアの風土と諸民族、漢

字文化、儒教、中国を中心と

する国際体制などを扱い、日

本を含む東アジア世界の特

質を把握させる。 

  

  

○ ○ ○ ○ a: ユーラシア各地に形成され

た諸文明の特質に対する関心

を高め、意欲的に追究しようと

している。 

b: ユーラシア各地に形成され

た諸文明の特質について、今日

の世界諸地域における社会・文

化と関連付けて、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

c: ユーラシア各地に形成され

た諸文明の特質に関する諸資

料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などに

まとめたりしている。 

d: ユーラシア各地に形成され

た諸文明の特質についての基

本的な事柄を今日の世界諸地

域における社会・文化と関連付

けて理解し、その知識を身につ

けている。 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



前
期 

第
２
章
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
交
流 

ユーラシアの諸地域を結ぶ海

と陸のネットワークの成長を把

握させる。ヨーロッパにおける

商業圏の発展や、モンゴル帝

国の拡大とモンゴルによるユ

ーラシアの一体化を把握させ

る。 

"  

○ ○ ○ ○ a: 8 世紀以降のユーラシアの

海、陸における交流について、

これらの地域間交流がのちの

世界の一体化の前提となった

ことへの関心を高め、意欲的に

追究しようとしている。 

b: 8 世紀以降のユーラシアの

海、陸における交流に特質を見

いだし、それを支えた都市や港

のネットワーク、地域世界相互

の文化変容などと関連付けて、

多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現して

いる。 

c: 8 世紀以降のユーラシアの

海、陸における交流の特質に関

する諸資料を収集し、有用な情

報を選択して、読み取ったり図

表などにまとめたりしている。 

d: 8 世紀以降のユーラシアの

海、陸における交流の特質につ

いての基本的な事柄を、地域世

界相互の文化変容と関連付け

て理解し、その知識を身につけ

ている。 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



前
期 

第
３
章
一
体
化
に
向
か
う
世
界 

大航海時代のヨーロッパとア

フリカ、アメリカ、アジアとの接

触・交流を扱い、世界の一体

化への動きを理解させる。ま

た、ヨーロッパの主権国家体

制の成立について扱 う 。

  

○ ○ ○ ○ a: 大航海時代におけるヨーロ

ッパ人の海外進出、ルネサンス

や宗教改革などの動き、ヨーロ

ッパの主権国家体制の成立に

対する関心を高め、意欲的に追

究しようとしている。 

b: 大航海時代におけるヨーロ

ッパ人の海外進出、ルネサンス

や宗教改革などの動き、ヨーロ

ッパの主権国家体制の成立に

特質を見いだし、世界商業の進

展などと関連付けて、多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

c: 大航海時代におけるヨーロ

ッパ人の海外進出、ルネサンス

や宗教改革などの動き、ヨーロ

ッパの主権国家体制の成立に

関する諸資料を収集し、有用な

情報を選択して、読み取ったり

図表などにまとめたりしてい

る。 

d: 大航海時代におけるヨーロ

ッパ人の海外進出、ルネサンス

や宗教改革などの動き、ヨーロ

ッパの主権国家体制の成立に

ついての基本的な事柄を、世界

商業の進展などと関連付けて

理解し、その知識を身につけて

いる。 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



後
期 

第
４
章
ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
世
界 

アジアの諸国家の政治と社

会、大西洋貿易の展開を扱

う。  

○ ○ ○ ○ ａ：アジアの諸帝国の繁栄、大

西洋貿易の展開に対する関心

を高め、意欲的に追究しようと

している。 

ｂ：アジアの諸帝国の繁栄、大

西洋貿易の展開に特質を見い

だし、ヨーロッパ諸国の進出と

関連付けて、多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切

に表現している。 

ｃ：アジアの諸帝国の繁栄、大

西洋貿易の展開に関する諸資

料を収集し、有用な情報を選択

して、読み取ったり図表などに

まとめたりしている。 

ｄ：アジアの諸帝国の繁栄、大

西洋貿易の展開についての基

本的な事柄を、これらの地域へ

のヨーロッパ諸国の進出と関

連付けて理解し、その知識を身

につけている。 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



後
期 

第
５
章1
9

世
紀
の
世
界
の
一
体
化
と
日
本" 

"産業革命、フランス革命、ア

メリカ諸国の独立、自由主義

と国民主義の進展、拡大する

貿易活動を扱い、ヨーロッパ・

アメリカにおける資本主義の

確立と国民形成を理解させ

る。"ヨーロッパの進出期にお

けるアジア諸国の状況、植民

地化や従属化の過程での抵

抗と挫折、伝統文化の変容、

その中での日本の対応を扱

い、19世紀の世界の一体化と

その特質を理解させる。 

 

○ ○ ○ ○ ａ：18世紀後期以降の西ヨーロ

ッパとアメリカの諸革命と産

業社会の成立、アジア諸国の内

部で進行していた変化とヨー

ロッパの進出によるアジア・ア

フリカ・ラテンアメリカの変貌

に対する関心を高め、意欲的に

追究しようとしている。ｂ：18

世紀後期以降の西ヨーロッパ

とアメリカの諸革命と産業社

会の成立、アジア諸国の内部で

進行していた変化とヨーロッ

パの進出によるアジア・アフリ

カ・ラテンアメリカの変貌に特

質を見いだし、19世紀の世界の

一体化と関連付けて、多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

ｃ：18世紀後期以降の西ヨーロ

ッパとアメリカの諸革命と産

業社会の成立、アジア諸国の内

部で進行していた変化とヨー

ロッパの進出によるアジア・ア

フリカ・ラテンアメリカの変貌

に関する諸資料を収集し、有用

な情報を選択して、読み取った

り図表などにまとめたりして

いる。 

ｄ：18世紀後期以降の西ヨーロ

ッパとアメリカの諸革命と産

業社会の成立、アジア諸国の内

部で進行していた変化とヨー

ロッパの進出によるアジア・ア

フリカ・ラテンアメリカの変貌

についての基本的な事柄を 19

世紀の世界の一体化と関連付

けて理解し、その知識を身につ

けている。 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



後
期 

第
６
章
二
つ
の
世
界
大
戦 

"輸送革命、マスメディアの発

達、企業や国家の巨大化、社

会の大衆化と政治や文化の

変容、公教育の普及と国民統

合などを扱い、20 世紀という

時代の特質を人類的視野か

ら把握させる。第一次世界大

戦と第二次世界大戦の原因

や総力戦としての性格、それ

らが及ぼした影響を理解さ

せ、平和の意義などについて

考察させる。  

"  

○ ○ ○ ○ ａ："19 世紀末から 20 世紀初

頭に欧米諸国や日本などにみ

られた社会の急激な変化と 20

世紀という時代の特質などに

対する関心を高め、意欲的に追

究しようとしている。 

また、第一次世界大戦と第二次

世界大戦の原因や総力戦とし

ての性格、それらが及ぼした影

響と平和の意義などに対する

関心を高め、意欲的に追究しよ

うとしている。 

ｂ："20世紀という時代に 19世

紀までとは性格の異なる人類

史的特質をみいだし、社会の急

激な変化の具体的な様相と関

連付けて、多面的・多角的に考

察し、その過程や結果を適切に

表現している。 

また、第一次世界大戦と第二次

世界大戦の原因や総力戦とし

ての性格について、それらが及

ぼした影響と平和の意義など

と関連付けて多面的・多角的に

考察し、その過程や結果を適切

に表現している。" 

ｃ：20世紀という時代の人類史

的特質、および第一次世界大戦

と第二次世界大戦の原因や総

力戦としての性格、両大戦の影

響と平和の意義などに関する

諸資料を収集し、有用な情報を

選択して、読み取ったり図表な

どにまとめたりしている。 

ｄ：20世紀という時代の人類史

的特質についての基本的な事

柄を社会の急激な変化の具体

的な様相と関連付けて理解し

その知識を身につけている。ま

た、第一次世界大戦と第二次世

界大戦の原因や総力戦として

の性格についての基本的な事

柄を、両大戦の影響と平和の意

義などと関連付けて理解し、そ

の知識を身につけている。" 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



 

 

 

後
期 

第
７
章
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
と
日
本" 

"第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア・アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立を理解させ、核兵器問

題やアジア・アフリカ諸国が抱

える問題などについて考察さ

せる。 

"  

○ ○ ○ ○ ａ：第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア・アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立、核兵器問題に対する関

心を高め、意欲的に追究しよう

としている。 

ｂ：第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア・アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立、核兵器問題などに特質

を見いだし、世界の政治・経済

の動向と関連付けて、多面的・

多角的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 

ｃ：第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア･アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立、核兵器問題などに関す

る諸資料を収集し、有用な情報

を選択して、読み取ったり図表

などにまとめたりしている。 

ｄ：第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア・アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立、核兵器問題などについ

ての基本的な事柄を、世界の政

治・経済の動向と関連付けて理

解し、その知識を身につけてい

る。 

 

 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 



後
期 

終
章
持
続
可
能
な
世
界
を
め
ざ
し
て" 

原子力の利用、情報科学など

現代の科学技術の人類への

寄与と課題、移民や女性・子

どもなど様々な人々に関わる

問題、地域紛争の原因とその

歴史的背景などを追究させ、

人類の生存と環境、世界の平

和と安全などについて考察さ

せるとともに、国際的な交流と

協調の必要性に気付かせる。

  

  

○ ○ ○ ○ ａ：冷戦終結後の世界で起こっ

た地域紛争の原因・背景、科学

技術の人類への寄与と課題、人

類の生存と環境、世界の平和と

安全などに対する関心を高め、

意欲的に追究しようとしてい

る。 

ｂ：冷戦終結後の世界で起こっ

た地域紛争の原因・背景、科学

技術の人類への寄与と課題な

どについて、人類の生存と環

境、世界の平和と安全などの問

題と関連付けて、多面的・多角

的に考察し、その過程や結果を

適切に表現している。 

ｃ：冷戦終結後の世界で起こっ

た地域紛争の原因・背景、科学

技術の人類への寄与と課題な

どに関する諸資料を収集し、有

用な情報を選択して、読み取っ

たり図表などにまとめたりし

ている。 

ｄ：冷戦終結後の世界で起こっ

た地域紛争の原因・背景、科学

技術の人類への寄与と課題な

どについての基本的な事柄を、

人類の生存と環境、世界の平和

と安全の問題と関連付けて理

解し、その知識を身につけてい

る。 

 

授 業 中 の

意 欲 ・ 関

心・態度・

発 問 へ の

回答・ワー

ク の 様 子

や 定 期 考

査・課題レ

ポ ー ト な

ど に よ っ

て行う 

「歴史の

見方・考え

方」「知識・

理解」とい

った観点

から出欠

状況など

を考慮し

て、評価す

る。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


